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2001年8月

銀行の内部管理を先進的か
つ近代的な内部管理の枠組
みに基づいて評価するため
の有意義な国際的監督ガイ
ダンス

1998 年に公表した「銀行
組織の内部管理体制の

フレームワーク」と題する
ポリシー・ガイダンスを敷
衍したもの

IIAの「内部監査の

定義」と「専門職的
実施のフレーム
ワーク」に言及

IIAについて
言及なし
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2012年6月

2001年の文書「銀行の内

部監査および監督当局と
監査人との関係」を改訂
するガイダンス

IIAについて
数多くの言及

バーゼル委による「銀行の内部監査機能」に係る文書公表まで

本監督上のガイダンスは、銀
行の強力な内部監査機能を促
進するため、20 の原則から構

成されている。金融危機から得
た教訓を踏まえ、また、銀行監
督実務及び銀行組織の動向を
考慮に入れつつ、本原則は
2001 年に公表されたバーゼ

ル委ガイダンスを改訂・更新し
ている。この目的のため、本ガ
イダンスは、内部監査機能に
対する監督上の期待と評価に
ついて述べている。

更に、本ガイダンスは銀行の
内部監査人が、国内及び国際
的な内部監査の専門職的基準
を遵守することを奨励している。

最後に、本ガイダンスは内部
監査人が健全性に係る事項に
ついて熟慮することを促してい
る。本ガイダンスの付属文書
は、銀行の監査委員会の責任
について詳述している。

（バーゼル委「銀行の内部監査機能」プレ
ス・リリース（金融庁仮訳）より）
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当研究会では当誌の2009年８月号に「ＩＩ

Ａ国際基準と『金融検査マニュアル』の比較

研究」、2009年11月号に「「ＩＩＡ国際基準と

『保険検査マニュアル』の比較研究」、2010年

５月号に「ＩＩＡ国際基準と『金融商品取引

業者等検査マニュアル』の比較研究」、2010

年12月号に「ＩＩＡ国際基準（2009年１月版）

と『金融検査マニュアル』の比較研究」、

2011年４月号に「ＩＩＡ国際基準と『金融コ

ングロマリット監督指針』の比較研究」、

2011年８月号に「ＩＩＡ国際基準（2011年１

月版）と『保険検査マニュアル』（平成23年

２月版）の比較研究」、2012年７月号に「『Ｆ

ＥＤ検査マニュアル（Commercial Bank

Examination Manual）』が引用する『ＩＩＡ

国際基準』に関する調査研究」と題して研究

報告書を発表している。今回報告は、ＩＩＡ

（内部監査人協会）国際基準（内部監査の専

門職的実施の国際基準）と規制当局のガイド

ラインの関係をみる上で、その調査対象をバ

ーゼル銀行監督委員会（以下「バーゼル委」）

が公表した市中協議文書「銀行の内部監査機

能」にした第８弾となる。

銀行監督に関する各国政府間の継続的な協

力のための協議の場であるバーゼル委は、

2011年12月２日市中協議文書「銀行の内部監

査機能」を公表した。バーゼル委の同日のプ

レス・リリースの仮訳が金融庁ＨＰに掲載さ

れているので、以下に引用する。

「バーゼル委による2001年の文書『銀行の

内部監査および監督当局と監査人との関係』

を改訂する本ガイダンス案は、監督当局が銀

行の内部監査機能の有効性の評価を行うため

の一助とすることを目的としている。このガ

イダンスは監督上および銀行実務における進

バーゼル銀行監督委員会「銀行の内部監査機能」
と「ＩＩＡ国際基準」との関係に関する調査研究

研究会報告

ＣＩＡフォーラム研究会報告

「ＣＩＡフォーラム」は、ＣＩＡ資格保

持者の研鑽及び相互交流を目的に活動す

る、社団法人日本内部監査協会（ＩＩ

Ａ－ＪＡＰＡＮ）の特別研究会である。

各研究会は、担当の座長が責任をもって

自主的に運営し、研究期間、目標成果を

設定し、研究成果を発信している。

当研究報告書は、ＣＩＡフォーラム研

究会No.24（ＦＳＦＲ）が、その活動成果

としてとりまとめたものである。報告書

に記載された意見やコメントは、研究会

の「見解」であり協会の見解を代表する

ものではなく、協会がこれを保証・賛

成・推奨等するものでもない。

同様に、各メンバーの所属する組織の

意見を代表するものでもない。本稿が提

示する内容は、１つの解釈の仕方に過ぎ

ず、これら内容について何ら保証を与え

るものではない。

研究会No.24
（ＦＳＦＲ：the Forum for Standards and Financial Regulation）
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展を反映し、金融危機から導かれた教訓を盛

り込んでいる。」

このガイダンス案（以下「銀行の内部監査

機能」）の特徴は、2001年の当初文書と異な

り、ＩＩＡの内部監査の専門職的実施の国際

基準（以下「ＩＩＡ国際基準」又は単に「国

際基準」）の引用が多数みられるところにあ

る。

当研究会は、この点に注目し、①「銀行の

内部監査機能」にどの基準が引用されている

かを網羅的に確認した上で、②「銀行の内部

監査機能」に掲げられた20の原則の内容につ

いて、ＩＩＡ国際基準との関連をこれまで蓄

積してきたノウハウも活用して、半年間にわ

たり、分析・検討を加えた。今回調査報告が

「銀行の内部監査機能」を読む上での１つの

視点として参考になれば幸いである。

なお、本稿は執筆時点で入手可能であった

2011年12月付市中協議文書を検討対象として

いる。最終確定版では修正が加えられる可能

性があり、この点留意されたい（注）。

１．「銀行の内部監査機能」に
おいてＩＩＡ国際基準が明示
的に引用されている箇所

【序文４．】

銀行の内部監査人が遵守することが推奨さ

れる国内および国際的な専門職的基準とし

て、ＩＩＡの国際基準が挙げられている。

【１．内部監査機能、パラグラフ９．】

広く受け入れられている内部監査の定義と

して、ＩＩＡによる定義の全文が引用されて

いる。

【内部監査機能の重要な論点（a）独立性と客観

性】

本ガイダンス案の原則２．は、「銀行の内

部監査機能が種々の監査対象業務から独立で

あるべきであり、そのためには、内部監査機

能が銀行内で適切な位置付け（standing）を

有する必要があり、これにより、内部監査人

は、客観性を保持しつつ任務を実行すること

が可能となる。」と述べている。その「独立

性と客観性」の注釈として、「内部監査の関

連では、『独立性』と『客観性』とは特別な

意味を持つ。」としてＩＩＡの用語一覧にあ

る『独立性』と『客観性』の定義を引用して

いる。

【２．内部監査機能の重要な論点（c）専門職的

倫理】

「銀行の内部監査機能」の原則４．は「内

部監査人は誠実性をもって職を遂行すべきで

ある。」というものである。その原則の説明

の中で、内部監査人用の国際的に確立された

倫理綱要の例として、ＩＩＡの倫理綱要が挙

げられている。

【５．コーポレート・ガバナンスに関する考

慮（d）内部監査部門のマネジメント】

内部監査部門の長が確実に遵守させるべき

内部監査の基準の例として、ＩＩＡ国際基準

が挙げられている。

【Annex１】

内部監査部門から取締役会、監査委員会、

最高経営者（senior management）、監督当局、

外部監査人との報告および伝達の経路が図解

されている。そのうち、内部監査部門から取

締役会への報告・伝達経路に関連するＩＩＡ

国際基準として、10 0 0、1 1 1 0、1 1 1 1、

2440.C2が、最高経営者への報告・伝達経路

に関連するＩＩＡ国際基準として、1100、

2440.C2が挙げられている（2440.C2は、コン

サルティング業務を通じて組織体にとって重

大な問題を見つけた場合には、最高経営者お

よび取締役会に伝達しなければならないとす

る内容で、内部監査部門から最高経営者およ

び取締役会への報告に関連する実施準則であ

る）。

当研究会では、内部監査部門から最高経営

者および取締役会への報告に関連する基準に

ついては、このほかにも、注目したい基準が
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いくつかある。

第１に、基準2060は前段で「内部監査部門

長は、内部監査部門の目的、権限、責任およ

び内部監査部門の計画に関連する業務遂行に

ついて、定期的に最高経営者および取締役会

に報告しなければならない。」と述べている。

ＩＩＡ国際基準では、アシュアランス業務も

コンサルティング業務も報告対象に含まれる

ため、最高経営者および取締役会に対する報

告に関する基準としてこれを考慮することは

望ましいことであろう。

次に、基準2600（最高経営者のリスク許容

についての問題解決）は、内部監査部門長は、

組織体にとって許容できないのではないかと

される水準の残余リスクを最高経営者が許容

していると認められる場合、内部監査部門長

はその問題を最高経営者と討議し、解決しな

い場合には取締役会に報告することを要求し

ている。こうした趣旨に鑑みれば、ＩＩＡは

基準2600をバーゼル委がいうところの、「内

部監査機能のコミュニケーション・チャネ

ル」として位置付けていると理解することも

できる。

２．ＩＩＡ国際基準と関連する
「銀行の内部監査機能」の原
則

「銀行の内部監査機能」には、20の原則が

あり、そのうち原則１～15は内部監査機能

（internal audit function）に関する監督当局の

期待に係る原則、原則16は内部監査機能に関

する監督当局との対話に係る原則、原則17～

20は内部監査機能に関する監督当局の評価に

係る原則に分類されている。

以下は当研究会による「ＩＩＡ国際基準」

と「銀行の内部監査機能」の関連に関する調

査結果の要約である。

ＩＩＡ国際基準1000（目的、権限および責任）

原則１と関連

原則１の前段には「有効な内部監査は、銀

行の内部統制、リスク・マネジメント、およ

びガバナンス・プロセスの質と有効性を、独

立的かつ客観的に評価する」と記載され、こ

れは、内部監査部門の目的、権限および責任

について述べている。

原則５と関連

原則５は、「銀行における内部監査の目的、

位置づけおよび権限を明記した内部監査規程

を定めるべきである」と述べている。

原則８と関連

原則８は「恒久的（permanent）な内部監

査機能」の必要性に言及しているため、内部

監査部門の目的、権限および責任を内部監査

規程により定める必要があると考えられる。

原則９と関連

原則９は、銀行の取締役会が上級管理職

（senior management）に対して、内部統制の

枠組みと内部監査機能を構築・維持すること

を確実に行わせる最終責任を負っている旨述

べている。一方、基準1000の後段には、「内

部監査部門長は、内部監査基本規程を定期的

に見直し、その承認を得るために最高経営者

（senior management）および取締役会に提出

しなければならない」旨明記されている。内

部監査規程の見直しについて取締役会が責任

を負うことを想定している点が共通している

ものとみられる。

ＩＩＡ国際基準1100（独立性と客観性）

原則２と関連

原則２は、内部監査機能の独立性と内部監

査人の客観性について述べている。

ＩＩＡ国際基準1111（取締役会との直接の意

思疎通）

原則12と関連

原則12は内部監査機能のレポーティングラ

インとして、内部監査委員会又は取締役会へ

の報告および発見事項に関する上級管理職

（senior management）への伝達について述べ

ている。
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ＩＩＡ国際基準1210（熟達した専門的能力）

原則３と関連

原則３が言及する「個々の内部監査人や総

体としての内部監査人の知識および経験を含

む専門職的職能（professional competence）」

は、基準1210が定める「『知識・技能・その

他の能力』を部門総体として備えるか又は備

えるようにしなければならない」と同趣旨と

考えられる。

ＩＩＡ国際基準1300（品質のアシュアランス

と改善のプログラム）

原則11と関連

原則11は、内部監査部門のマネジメントと

して、「内部監査部門長は、当該部門に健全

な内部監査基準および関連する倫理綱要を確

実に遵守させる責任を負うべきである。」と

述べている。これは基準1300が、内部監査部

門長が内部監査の「品質のアシュアランスと

改善のプログラムを作成し維持しなければな

らない」と定めている内容に近いものとみら

れる。

ＩＩＡ国際基準2010（（内部監査部門の）計

画の策定）

原則６と関連

原則６は内部監査活動の範囲について定め

ており、パラグラフ28で、「内部監査機能は、

（中略）銀行がさらされているリスクに関す

る独立し、かつ情報を把握した上での見解を

発達させるべきである」と述べている。その

「見解」とはリスク評価を意味すると考えら

れるので、基準2010が要求するリスク・ベー

スの監査計画の策定に結び付くと考えられ

る。

ＩＩＡ国際基準2060（最高経営者および取締

役会への報告）

Annex１と関連

内部監査部門から取締役会、監査委員会、

最高経営者（senior management）、監督当局、

外部監査人との報告および伝達の経路を示し

ている。

ＩＩＡ国際基準2070（外部のサービス・プロ

バイダと内部監査についての組織体の責任）

原則15と関連

原則15は、「内部監査活動の外部委託いか

んにかかわらず、取締役会は、内部統制シス

テムおよび内部監査が十分かつ有効に機能し

ていることを確実にする最終的な責任を負っ

ている。」と述べている。基準2070は、外部

のサービス・プロバイダと内部監査について

の組織体の責任に関して、「効果的な内部監

査部門を維持する責任が組織体にある」こと

に言及しており、委託者側に最終責任がある

という考え方で両者一致している。

ＩＩＡ国際基準2110（ガバナンス）、2120

（リスク・マネジメント）、2130（コントロー

ル）

原則13と関連

原則13は、「内部監査は、事務管理、リス

ク管理、コンプライアンス並びにその他統制

機能にかかる補完と評価を両方行うべきであ

る」と、内部監査の業務内容について述べて

いる。これは基準2110、2120、2130が、それ

ぞれガバナンス、リスク・マネジメント、コ

ントロールを、内部監査部門が評価すること

を要求していることに対応しているものと考

えられる。

ＩＩＡ国際基準2120．A1、2130．A1

原則７と関連

原則７は、「内部監査は、内部監査計画の

中に、法令・規制に係る諸事象に関して、十

分な対象範囲を確保すべきである」旨述べて

いる。基準2120.A1、2130.A1は「法令、方

針、定められた手続および契約の遵守」に言

及している。

ＩＩＡ国際基準2400（結果の伝達）

原則12と関連

原則12は内部監査機能のレポーティングラ

インについて定めている。

ＩＩＡ国際基準2600（最高経営者のリスク許

容についての問題解決）
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Annex１と関連

上記１．参照。

ＩＩＡ倫理綱要

原則４と関連

原則の説明（パラグラフ22）の中でＩＩＡ

倫理綱要を引用している。

３．まとめ

（1） バーゼル委の「銀行の内部監査機能」で

は、内部監査部門が遵守すべき基準として、

ＩＩＡ国際基準全体又は個別事項ごとに関

連する基準が引用されている。この点2001

年の当初ガイダンスと大きく異なってお

り、ＩＩＡ国際基準がグローバルな金融監

督行政の中に、今回公式に位置付けられた

ものとみることができる。

（2） 「銀行の内部監査機能」の各原則が、ど

のＩＩＡ国際基準と関連するかについて、

パラグラフ単位までブレークダウンして分

析したところ、原則がＩＩＡ国際基準の

1000番台から2600番台までを幅広く引用し

関連付けて構成されていることが確認され

た。バーゼル委がＩＩＡ国際基準を熟読し

ている様子がうかがわれた。

（注）最終確定版は、2012年６月28日にバー

ゼル委から公表され、市中協議文書にいく

つかの修正が加えられている。当研究会で

は、最終確定版の内容についてもフォロー

しており、別途の機会に、それらとりまと

め結果を報告したいと考えている。

＜ＣＩＡフォーラム研究会No.24（ＦＳＦＲ）メンバー＞ （順不同・敬称略）

高島　康裕 新日本有限責任監査法人（座長）

植田　洋行 ＪＡ三井リース株式会社

大島　誠 みずほ情報総研株式会社

大沼　淳 ソニー生命保険株式会社

島田　雅夫 日本興亜損害保険株式会社

田川　雄治 Ｔ＆Ｄアセットマネジメント株

式会社

平岡　正和　 楽天銀行株式会社

宮城　義文　 三井住友信託銀行株式会社

四津　純　 株式会社国際協力銀行（主担当）

（注：メンバーの氏名・所属は2012年７月現在）

2012年度内部監査人協会アジア地域連合（ＡＣＩＩＡ）国際大会
（於：バンコク・タイ）開催予定

内部監査人協会（ＩＩＡ）の日本を含むアジア地域の支部により構成される内部監査人協会ア

ジア地域連合（ＡＣＩＩＡ）による、2012年の国際大会が、タイの首都バンコクにおいて次の要

領で開催されます。

詳細につきましては、大会ホームページをご参照ください。お申し込み・お問い合わせは、直

接同ホームページからお願いいたします。

【開催日程】2012年11月８日（木）～10日（土）

【開催会場】Queen Sirikit National Convention Center（バンコク・タイ）

【大会ホームページ】 http://www.aciiabkk2012.org
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